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関川の川底で発見した“縄文埋没林”の調査を行いました【速報版】

このたび、ＮＰＯ法人「関川水辺クラブ」と「高田平野団体研究グループ（代表：高野武男氏）」

の皆さんと共同で、関川の川底にて発見した縄文時代中期のものとされる埋没林（樹木群）の

調査を行いました。調査の概要をご紹介します。

● 日 時 ： 平成１８年８月２５日（金）～２７日（日）

● 場 所 ： 上越市高土町地内・・・・・上越大橋～工業用取水堰付近

上越市新南町地内・・・・・中央橋上流（矢代川合流点付近）

埋没林の概要

上越市高土町地内の「上越大橋」～「上越工業用取水堰」の間の川底や川岸において、直径

５０ｃｍ～１ｍ程度の木の株が現れており、これまでには腐朽の進んだものも含め約４０本程度

が確認されていました。また、８月中旬、中央橋上流の矢代川合流点付近において、新たに１１

本の いずれも川底の粘埋没林の株を見つけています。最も大きいものは直径１１０ｃｍで、

土層に根を張っています。

これまでの経緯について

●平成 年秋－－－－当クラブ会員が古い木の株について埋没林である可能性に気付く。14
●平成 年 －－－－高田河川国道事務所に年代分析を依頼。およそ４千～５千年前のも15

のであることが判明。

●平成 年７月－－－高野武男先生を現地を案内。埋没林であるとの見解をいただく。16
●平成 年 月－－高野先生らにより樹種について分析。多くがハンノキであることが判明。17 10
●平成 年４月－－－当クラブ主催により埋没林に関する講演会開催（講演：高野先生）。18

今回行った調査の概要

（１）埋没林の分布調査

埋没林の分布について、現存する本数を確定するため周辺を確認しました。特にこれま

で調査を行っていない上越大橋下流部及び矢代川合流点周辺についても分布調査を行い

ました。その結果、

◆上越大橋周辺・・・・・・・５８本

◆矢代川合流点付近・・・１３本

合計７１本の株が確認されました。

※ さらに、農業高校前の矢代川・箱井橋付近に

も１０数本の株があると、新聞を見た一般の方

から情報が寄せられました。
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（２）位置・写真の記録

確認した株について、測量により位置座標、高さ（株上と根元）の測定を行いました。測

量は（株）アルゴスの協力を得て実施しました。

また、写真撮影を行うとともに、樹径（短径・長径）、株の残存高さ、保存状態を記録しま

した。

これらを取りまとめ整理する予定です。

（３）地質調査

「高田平野団体研究グループ」の先生方から、地形・地質の専門家の観点から比較的保

存状態の良好な右岸側の木株周辺及び河岸露頭について発掘等による調査を行っていた

だきました。

また、株の周辺の粘土層からサンプルを採取し、その中に含まれるケイ藻（植物プランク

トン）等の微化石の有無や種類等の分析をされるとのことです。
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さらに、水辺クラブメンバーにより、粘土層の簡易ボーリングを実施し、深度５０ｃｍのコ

アの採取して先生方に提供しました。

（４）株の切断による調査

比較的保存状態の良好な株２本をチェーンソーにより切断し、年輪の測定とサンプル採

取も実施しました。

その結果、対象とした直径８０ｃｍの株では樹齢が１００年弱で、外側の１０～２０年分の

年輪の幅が広くなっており、成育の速度に変化があったことがわかりました。

（５）年代測定用の試料採取

平成 年度に実施された高田河川国道事務所の年代分析は、１本の木の株からの試15
料採取のため、いわゆるクロスチェックが十分とはいえません。埋没林の成因並びに高田

平野の成り立ちを考察するうえで、年代の確定が最も重要なデータと思われます。そこで、

複数の試料を採取し、年代分析を行うこととしています。

なお、分析結果が得られるまでには、３～４ヶ月かかる見込みです。

（６）その他

調査の実施について報道機関に案内したところ、４社により取材が行われました。
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今回の調査結果を基に、埋没林の成因の解明とともに、縄文時代中期にあたる数千年前の

当時の環境や高田平野の成り立ち等を考察するデータが得られるものと期待しています。

また、埋没林がある箇所は『水辺の楽校プロジェクト』の登録地区に位置しており、子供たち
がっこう

の学習素材として、さらに市民の皆さんに関川へ関心を寄せていただくきっかけとなれば幸いで

す。

※今回の調査結果を取りまとめた段階で、報告会の開催を予定しています。

この調査研究事業は、（財）河川環境管理財団の河川整備基金の助成を受けて実施してい

ます。

【現地調査担当：古山】


